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資
本
虫
義
勢
力
へ

の
^
杭
が
考
え
ら
れ
る
o
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-
朴

郎
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M

史
に
杈け
る
ナ 

'ゾ
ヨ
ナ
リ
ズ
ム

の
發
腿
し
中
先
公
論
同
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二
十
五
非
十
二
丹
號
參
照
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し
か
ら
ぱ
サ
グ
n

ナ
リ
ズ
ム
と
イ
ン
タ
ー
サ
シ
ヨ
ナ
リ
ズ
'ム
は
兩
立
し
得
る
.
も
の
.
.
.で

あ

ら

ぅ

か:0
一
 

般
的
傾
向
と
し
て
資
本
主
義
は
國 

域

的

統

：

一

、■
■民

奪

國

家

建

殼

に

作

通

す

：名
と
共
一
に
、
：

.

.
_汸

、
：
資
本
の
：國

際

的

傾

向

、

.

«

界

的

經

濟

關̂

と
^

.す
^
?

廣
本
承
義
-0

補
花
期
か
：4

^
:#
九
10
:

-«
.启

廉

主

翁

時

代

；に

.：お
ら
^
吹 

1
:管

ョ

ナ

リ
X

A
^-
並

存

す 

:
^
.
と̂
が
で
き
^

か
の
ょ
:'
5

^

み
.免
冬
0「

ニ 

.方
：か
：ら
ル
れ
ば
、"
そ
扣
は
.

.

シ
'
ョ
先
¥

^
^:
.
:と
\
7:

:'•
>

'

o
-t
l

v

.

.

V...'

分
裂
し
、
政
治
的
勢
カ
は
妈
族
が
國
家
.と
し
て
統
一
さ
れ
.る
こ
.■と

’を
企
圖
す
る
.と
'い
■ぅ
ナ
シ
日
ナ
？
ズ
み
をilf

し
.な
が
ら
、
.經
濟
的
勢
力 

，
は

各

國

民

經

濟

を

單

a

 

:
0世

界

經

濟

の

中
^

位

置

づ

：け

冬

ま

向

ど

作

用

じ

お

。
：が

か

^

こ
©
國
際
的
經
濟
機
構
が
完
全
に
作
用
す
る
允
め 

 ̂

^

 

經
濟
的
.

^S

 

が

：一一

M
M
S

 

苗
已
の
利
錕
'
s
fc
め
：に
^
さ

:

れ

る

な

ら

：ば匕
の
經
濟
機
構
は
.國
際
的
機
構
で
は
あ
る
が
、
蕾
ィ
ジ
タ
ー
チ
^-:

ヨ.：ナ
.
r
K
A
:
/
の
具
體
化
し
た
..も
の
；で
は
.な
：い
o

も
し
ヒ
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►
，
. 

; 

.

.

.

.

.

.

.

. 

■ 

.

. .

. 

■.
 

. 

- 

. 

. 

. ■ 

、
 

.

... 

- 

.

.

.

. 

... 

. 

. 

- 

. 

- 

•

.

.

-

の
よ
う
な
機
樺
が
完
全
•

に

「

非
人
格
化」

し
’
た
國
家
を
糨
成
單
位
と
し
て
作
用
、す
れ
ば
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ.

<

と
イ
ン
，.タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
は
矛
质
せ
ず
並
存
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
如
し
國
家
の「

非
人
格
化
.

」

と
い
う
こ
と
自
體
が
ナ
シ
ョ

么
リ
ズ
.：ム

と

矛

_
:
す

る

概

念
 

で

あ

る

。

そ

し

て

义

、

政

治

的

要

因

を

捨

象

し

，た

純

释

な

經

濟

機
！！

は

一

っ

の

幻

影

に

す

ぎ

な

，

S
。

骐
實
、
十
九
此
紀
の
.自
由
質
易
.に
ょ 

る
'1
|
|
:
#經
濟
機
|
|
は
英

國

の

中

：導
_に
ょ
っ
^:
運
營
さ
.れ
て
い
た
に
外
な
ら
ず
、
.英
國
と
い
う
一
の「

人
格
的」

國
家
^

ず
っ
て
吱
配
さ
れ
. 

、て
.：

い
：た
：'^
で
觀
る
'°
.國
際
的
經
»

機

耩

は

英

國

の

：國

民

蓄

:取

 

ョ 

ナ
：ず

：
ズ
^

_
、：»

際
£

は
_

し
て
勝
费
^

て
^

於
や
穴
は
な
ゴ
て
ス
^

國
の
酸
濟
カ
垃
そ
办
政
治
功
と
軍
事
カ
就
中
海
軍
カ
の
猶
越
が
. 

«

景
を
か
^

て
；い
^.
.の
：ゼ
.あ
る
..？

經

濟

的

：ィ
；ン
#
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-
i
n
^
r
n
a
t
i
o
n
a
l
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佌

摒

經

濟

秩

序

」

，
で

，あ.っ
た
。
.
.匕
'
の
機
耩
が
英
國
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
：ム
を
甚
礎
^

し
た
.も(

の
で
.あ
、つ

■ *
 

.. 

. 

. 

. 

..'
■.
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た
故
に
こ
そ
、
そ
の
進
展
は
他
國
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
覺
醒
さ
^

、

近

代

國

家

成

立

へ

：：

.と

向

わ.せ

た
0

で

あ

る0
:-

そ

し

て

，
又

、
，
リ

.

.

.ス
ト
、

:
-
;
o
挑 
3
.
 
V
' 

■
 

-
 

.

を
し
て
保
護
贸
易
现
論
を
也
ま
せ
た
所
‘以
■で
も
あ
る
。

，

、

‘
 

_

.

か

く

し

て

ナ

、ン

■
ョ

ナ

リ

ズA
と

ィ

ン

ク

ー

ナ
，
シ
3

ナ
リ
-ズ
ム
は
フ
ラ
y
ス
范
命
以
來
、
矛
质
の
要
素
を
孕
み
な
が
ら
發
展
し
て
き
把
0
.
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般
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巧
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-通
と
い
う
要
素
の
內
容
は
、
初
期
に
对
人
明
に
北
ハ
潞
し
た
理
叙
、
共
通
'
.の
文
$

へ
の
希
望
、
佌
界
平
和
へ
の
希
求
等
と
い
う
ょ
う
な
人
爆

生
義
的
な
一
◊
'の
m
心
想
形
態
に
迤
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
ざ
に
ィ
ン
タ
ー
ナ
シ
.ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
、
ょ
り
政
治
的
經
濟
的
な
階
級
の
利
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轉
に
場
づく

：：一

へ̂

の
組
；織
形
顧
去
;#
っ
^

時
ザ
ナ
费
ョ
_

產
階
級
を
分
解
レf

少
數
者
を
上
界
さ
せ
て
大
資
本
家
と
し
、
殘
り
多
數
の
者
を
勞
働
者
階
級
に
轉
落
さ
せ
、て
ゆ
く
と
い
う
過
程
^
迪
ら

.. 

/ 

-

せ
る
。
而
し
て
資
本
主
義
が
獨
占
段
階
ヒ
入
る
と
"
•
ー
方
^

お
.い
て
階
級
對
立
，を
激
化
さ
せ
る
と
典
^

、
他
方
に
お
い
て
資
本
家
の
國
際
- 

- 

.
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' 
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.

柄
團
鲒
が
组
れ
、:/
-
:
,嫌
界
.は
芬
養
さ
れ
^

:

こ
.れ
^

對
靡
^

^
爾
際
的
勞
«

運
勅
が
»

遍

さ

：れ

劣

戎

：
矣

ィ
ン
タ
_
~ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
.ソ
述
邦
€)
.
贝

族

政

饿
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働
漭
の
ナ
シ
"

サ
リ
ズ
4

と
イ
ン
タ
！
'ナ
.シ
ョ
，ナ
リ
ズ
ム
の
對
立
は
顯
現
.化
す
名
傾
向
を
も
っ
。
國
家
の
政
，策
の
'決
定
は
一
.部
少
數
の
階
’

-

.

曆
の̂

係
.
す
る
も
の
と
な
り
、
欠
多
數
の
者
は
も
ほ
や
國
家
の
中
に
代
表
さ
れ
な
ス
な
る
。
こ
の
。
と
は
、
.

先
に
述
べ
た
よ
ぅ
、
に--
|
-
'九
世 

:
.
.
.
,

- ^

に
^

い
.
.て
^

國
» '

ヵ
機
# -

の
.
非
人
.格

的
^

成

分
- 7
.
;で
.：あ
.
.夸
こ
.と
：
.
が
^

き
.

&

い
.
.と
^

:

ぅ

事

實
.
に
，如

え̂

1

:チ
.
'
:シ
.
^
'
.ナ
_

リ
ズ̂
.

が
.

.

阈
家
を
m

位
と
し
て
組
織
ざ
れ
る
こ
と
を
よ
り
ー
歷
不
•
可
能
に
す
る
。
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最
初
の
闕
際
的
澇
働
谶
.織
で
あ
る
第
一
イx

タ
.丨
ナ
.
.シ
ョ
ナ
ル(

一
八
六
叫
1

1

八
七
.六y

が
衰
微
に
赴
い
た
原
因
に
っ
い
て
は
、
通
'

一
 

常
マ
ル
グ
X

虫
義
の
大
規
校
產
業
の
，。フ
ロ
レ
タ
リ
ア
丨
ト
‘
の
十
デ
オ
口
ギ
.丨
と
バ
ク
ケ
ニ
ー 

ン
主
義
の
ル
ツ
ぺ
ン
ブ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
イ 

.

.

.

テ
^

口'
.
.
^

—

と
'の
^

い
..

よ
.'り

發

し
^

と
一
方.わ
-れ
.-て

：
い̂

。
^

か

し

：
こ
.：0

爭
い
.は
第
.
-
1
,
.
イ
ン
.タ
j

す
シ

.ョ

ナ
.
.■ル
-.の
衰
微
■の
原
因
の
.
.一
商
'.の
^,

.,

V

ン 

丨

で

あ
•っ
て
、
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
-
に
對
す
‘る
最
初
の
一
，躜
ばi

半
命
的
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
方
向
に
、疑
念
を
も
ち
始
め
た
英
國 

,

•

勞
働
紐
合
キ
義
者
の
離
反
で
あ
っ
た
0「
哿
怫
戰
爭
に
よ
っ
て
お
こ
っ
た
强
烈
な
ナ
.シ
ョ
ナ
，リ
ス
テ
ィ
•
ッ

ク

，
な

感

情

と

パ

リ

*,

コ

ン

ミ

ユ 

、

.

1

ン
‘に

よ
‘つ

て

よ

び

お

こ

さ

れ

於

^

<

&の
幻
影
は
、
：
卞
イ
ツ
に
•お
け
名
イ
ン
タ
，丨
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
.存
在
を
不
nr

-
能
に
し
、
フ
ラ
ン
ス
に
^

,

け
る
そ
の
、存

拍

を

打

ち

壊

し

て

し

ま

つ

た

」

•
と
一K
わ
れ
て
い
る
0

.
§

ち
第
一
，イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
失
敗
は
、
根
本
に
お
い
て
戰
爭
等
: : 

に
よ
つ
て
^

め
ら
れ
た
一
、
國

ナ

シ

ヨ

ナ

リ

ズ

ム

に

基

づ

く

も

の

で

あ

つ

，
た

。

• 

.. 

'

1

m-
ニ
イ
.ン
ク
ー
ナ
グ
•
ョ
ナ
ル(
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八
八
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一.
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一
py
、

た
次

し

.一九

一
九
に
復
活)

は
ナ
シ
r

ナ
ル
な
權
利
に
イ

ン

ク

.丨
ナ
.
シr

ナ
ル
：

な
理
念
を
和
解
さ
せ
よ
ぅ
と
試
み
た
も
の
で
.あ
っ
允
.0
；そ
れ
に
も
拘
^

ず
そ
の
失
敗
の
原
因
.^

や
ば
.り
兩
者
の
.均
衡
の
破
壞
.に
.由
る
も
の
.

;
•で
f

 

o
第
一
次
大
戦
の
脅
威
に
曝
さ
れ
'^

第
二
イ
ン
ク
ー
ナ
シ
<

ナ
ル
の
內
部
は
1

3

に
分
れ
た
。
第
士
は
賓
塞
義
は
改
良
ざ
れ
平
:/
'* 

7

,:

. 

#

的
政
漱
を
行
■̂
'
:#
*^

と
.1>

、
。'第」

--

ば
身
#

0

^

:拔
资
本
逢
義
*

の
：
;^

の
:^

終
輝
^-
也
签 

立
#

で
あ
'

; •
•

系
o

.

前
紫
は
ナ
ッ
ョV

リ
ズ
ム
、
後
者
は
イ
ン
グ
ー
ナ
シ
>

ナ
リ
ズ
ム」

の
贺
機
を
含
む
。
そ
し
て
結
课
に
ぁ
.
ぃ
ぜ
.
'
:第
ニ
.
ィ
ン
：タ
1

ナ
.

シ
' 

:

.

.デ
ナ
：ル
ほ
.、4
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ー.，四
年
七
:.
^

に
^

世
界
禱
國
主
義
侵
略
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扣
：戰
爭
を
八
.月
杧
.は
：「
：總
0 '

家
防
衞
戰
爭」

へ
と
解
釋 

.令
變
M l

し
て
し
ま
つ
仏
o*

戰
爭
防
止
に
、こ
そ
ス
c i

の
准
在
:*

義
の
あ
つ
た
笫
ニ
イ
ノ
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
は
、

於

.
レ

で
失
敗
し
た
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.で
あ

x
-
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.そ
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そ
^

近
代

的

意

味

0
オ

シ

¥
サ
ッ
；.ズ
.
.ム；は
、

3®

未

す
^

。
我
じ
.て
:^

め
:«
}
:ぅ
が
.精

神

册

態

；が

國

民

办

尤

多

數

H

浸

透
.し
^

を

り
V

次

す

べ.て；：

の

成

員

に

浸

透

，す

名

こ

と

を

主

張

す

名

も

の

；
' 

.
で
あ
る
，
ガ
ル
ク
'ス
.主
義
の
イ
シ
タ
ー
.ナ
：

シ
：：

ョ
ボ
リ
X

A
饫
#

分
の
國
を
.傲
界
革
命
へ
の
麗
の
十
部
ど
歐
名
匕
老
要
求
す
る
。
’卽
ち； 

階
級
的
忠
誠
を
齓
家
的
忠
，誠
に
傲
越
さ
ぜ
な
け
れ
ば
&

ら
&'
ん
.0
.兩
者
が
1
致
し
て
い
る
時
は
||
9
'
.題
な
い
が「

度
國
，

の
戰
#

が
起
‘れ
.
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餘
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れ
る
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嫌
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範
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a
t
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o-n
a
i
i
s
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 a
n
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 A
fter, 1945

，
が
..！2. 

.

ゾ 

.

.

.

；
:

s

i

/■
■;
I
b
i
d
.
,
'
p
.
'

ぢ
'
极
瘅
两
签
'場
は
：之
.と
m

'%
-
译は英國歡的賓際虫義

i.

ぼ

：

F

國
设
虫
9
.
.に
相
反
し
な
い
と
さ
れ
：る
。
极
fi
t

氏
、

:

rv
:
p
.
-
'

」

：
,'
;,!

,
。.'
へ
-
'
、--
'

:

> .
- 

(

肽
3〕

島

#
哉
氏
は
、

1
:際
.:-
|
;義
と
比
族
、
-1
:
:義
の
思
想
的
甄
立
を
鸫
濟
政
黹

©-
言
槳
に
顧
課
し
て
い

3
上
、
，l:
t
山
贸
鉍
政
笟
と
做
誰
贺
易
.政
策
の
對

.

立
と
-い
y
形
を
と
る
、

,>
•
•
$
れ
を

.0
從
っ
て
氏
に

-0
:
れ
ば
少
<-
と
も
十
九
、惟
紀
の
後
令
ま
で
は
ハ
イ
ギ
リ
ス
で
は
网
際

5]
-
:義
"
说

族

虫

^
,
で
あ
つ 

,

.

た
の
に
反
し
、
後
進
資
木
中
：義

_
ド
イ
/ソ
で
は
姐
代
國
鼠
成
立
の
常
彻
か
^.
世
取
市
咏
虫
義
と
说
族
關
家
と
は
分
裂
し
て
い
た
わ
げ
で
あ
る
。
ハ

高

、

々

■'
.
:

「

：
-;
/
-:
,
:
:島
轉
哉〈

1
段
族
洗
義
4

壞

.
易
政
依
も
筇
し
く
ナ
シ
'ョ
ナ
リ
ズ
ム
-€
>
發
現
で
'あ
る
。
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•
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4〕

例
え
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s
t
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o
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.
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n
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.
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シ
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ソ
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段
族
政
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.
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.
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怒
.
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■

.

.

-

-
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ヒ
8

ノ 

'
ホ
ブ
ソ
ン
は
、

r
.

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
イ
ン
タ

ー

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
へ

.の

w

々

た
る
公
滋
で
あ
る

0」

と
い
ラ
。(

H
o
b
s
o
n
;

 

o
^
. 

c
l
rp

.

 

s

ギ 

、
 

ボ
ン
ズ
，文

「

許
々
は
热
极
，と
チ
ョ
ー
ク
か
ょ
ぅ
な
.も
め
で
あ
る

0
.
我
.々
は
禅
べ
た
め
に
兩
方
を
耍
す
る

0,

」

と
い
ぅ
。

Q
i
M
i
o
n
s
;

 

o
p
.

 

c

i

r

p

.

.
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-
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三
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■

"

し
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，
)

'

.
 

•
 

,

•

-

」 

:

如
^

の
襯
點
如
皆
：̂

働
» ；
動
^

*

3

-^ '

翁

..
^

し̂

太
^ .

'.
:
3^ ,
.择
や
ム
ー
と
ネ̂
 

て
• 

み
よ
ぅ

0

’
 

.
 

.
 

\ 

,

ノ

勞

働

議

の

中

の

兩

者

の
S

は
第
一
次
火
戰
を
阻
止
す
る
こ

と

を

失
敗
に
終
ふ
せ
、.
そ
の
大
戰9

中
か
ら
ソ
ヴ
ヱ
.

ト

，
ニ

ア

は

生
/
.
. 

、
れ

た

.の

で

着

0,
ソ
連
邦
は
マ

ル

ク

ス

.主
義
の
.

原
理
.に

立

つ

國

であ
り

、

マ
ル
‘ク
.
ス

主

義

は
P

の

本

質

にお
い
て
イ
ン
タ

ー
ナ
シ
コ
ナ
リ 

ス
ム

.で

.
-
^
？

5

 
9
,

)

そ

し

.て
こ

.の
イ

'ノ

タ-

ナ
ン

'
.，チ
リ

.ズ

.ム

の

國

は

成

立

當

初1 -
り

，ナ

，シ
.
ョ
ナ
'-
.
1
)
.
.
.
'

ス

-V
A

の

問

題

5:
:
處
理
す
ぺ
く

提

h
さ

れ 

.

と
^

を

一

囊

め

な

が

ら
イ
ン
タ

ー
ナ
シ
，
ョ

ナ

リ

ズ

ム

を

貫
ぬ
い
て
き
^

^

の
故
に
ソ
連
邦
の
民
族
政
策
は
非
常
に
興
味
あ
ツ
I

の
な

,

の
で
あ
る
。
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.
 

•
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. 
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:
,

.

..

-、
t

l

v

•
マ
ル
ダ
ス

.、-1
1
^
の
中

.に
ナ
シ

.ョ
ナ
リ
ズ
ム
の

.耍
素
を
み
る
こ

.と
も
で
鸯
る

,0
例

え
ば

.Lo
r
w
i
n
;

 

o
p
，

c
i
r
p
. 

2
6
.

义
、

«1
1
脅

7
7
;
谈

1
ソ
'
.»>
,

'
h
s
k
.
v
.
s

で
..先
づ
姑
致
し
た
と
と
を
、
社
會
虫
義
の
ナ
シ

;3
ナ
•リ
，7

5/
ナ
ン
と
み
.る
と
.
.ども
，で
.き
る
0
例
•え
ぱ
...
.
•.
Q
?;3」

'o
;:
*F>
,.
a
;^
«

-:
f
e'-
'
»

(

能
2〕

•ス
タ
ー
リ
ン
は
彼
の「

一
阐
1J
U
:菜

義

」

に
扣
い
て
、
イ
ン
タ
丨
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
世
界
眾
命
へ

の

意
闾
を
八

T

放
槳
し
た
と
み
る
彥
％
あ

.'
'

る
。
'例
え
ば
 

p
a

r
e

s
'

B
e

s
a

r
d

;
R

i
i

a
k

n
d

.

 th
e,
.. 

S
 

.
 

,
 

'
.

，ソ
連
邦
の
试
族
政
衆
を
考
察
す
る
に
當
ク
て
こ
れ
を
.ニ
而
に
わ
け
る
；

J

と
が
で
き
る
。
第

f

は
•ソ
&-

邦
外
の
风
族
に
對
す
を
政
»

0'
.ぁ 

.
办
、
第
:-
:

は
ソ
-連
邦
吖
の
與
族
政
策
で
あ
る
。
.

‘
ニ
 

. 

. 

• 

'

i

:

:

..

對
外
民
族
政
策
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.
-
、‘，■
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'
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' 
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ニ
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へ
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.
.ン第
ー
ー
一:ィ

ン

：
タ
：
！

ナ

^

-
- 

I
. 

■ 

-

■

-■ 

J
.
Y

.

.民
族
の
ダ
ィ
ナ
ミ
ッ
ク
、な
子
ネ
ル
ギ
ー
を
舉
命
め
た
め
に
利
用
す
る
之
と
が
企
圖
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
が
そ
の
衡
敬
で
表
部
卽
ち
マ
ー
ル 

グ
ス
■
主
義
に
お
け
る「

11
1
:界
の
ブ
ロ
レ
タ
リ
ア
' —

ト
ょ
、
團
結
晚
ょ」

と》

ぅ
ス
口
1

ガ
ン
は
、

レ
ー

一
一
ン
キ
；義
に
お
い
て「

捣
國
の
7°
: 

贫
レ
^

リ
^

乂

ト

と

签

世

界

の

被

画

迫

民

族

ょ

公

嚷

結

せ

'̂」

^

.
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.
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.
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失
敗
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方
式
に
ょ
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肌
界
藥
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へ
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:' #

望
の
消
滅
_に
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際
し
新
し
い
方
式
を
求
め
^
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シ
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國
內
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革

命
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觀
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へ£

撕
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し
.ょ

.ぅ; ^
す

る

ぞ

矣
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-
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わ
.れ

：るO
.
.
M蕩

進

國

一

の

：
ズ

ロ

；
レ
：
ク

^;

ア

-]
'
.
ト
の
歡
動
摄
埒
地
、'
:
:鳳
國
裕
^

'将
同
の
敵
^

對
し
ヤ
^

制

戰

線

を

張

る

冬

め

で

あ

冬

タ

か

务

し

で

咸

族

運

動

は

ク

洚

:3
:め
_

、,'
,
'レ

さ

れ

：
な

妓
：& 

世

界

革

命

に

お

け

ざ

同

盟

者

と

し

，
て

之

を

ソ

連

邦

の

陬

營

に

引

_き

^

む
こ
と
が
可
®

と
な
つ
た
の
で
あ
る
。
.
と
の
理
論
^'
政
策
に
.つ
い
て

■'
.、

.
:•
.

.

.
-

.
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.

.

.

.
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ソ

：

•

 

.-
 

.
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.
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•
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.
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.
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は
レ
ー 5

一
 

ン
ノ
ス
ク
ー
リ
ン
の
諸
論
文
^

明
ら
：か
で
あ
る
じ
、
そ
の
實
踐
と
^
:て
は〔

中
國
革
命
に
：對
す
^

コ>
、
/

^

.

.

.

.

.

.
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.
«
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.
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.
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■
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名
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
に
.っ
い
て
.ば
文
、
：ゾ-
連
邦
の
理
？1

^

の
論
文
が
最
近
屢
々
紹
介
さ
れ
る
の
爲
、.
こ
こ
ぜ
拉
こ
れ
以
丑
霞
れ
な

い
と
と
に
す
る
。
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.

 

p
p
*
1
7
8
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1
7
a

レ
！
こ
ン
の
い
ぅ
革
命
の
ぞ
1
5、
段
階
、
卽
ち
十
1

取
命
以
後
、

C
f
.

,

.
イ
.'ン
タ
f
チ
.詧
ナ

リ

'ズ
ム
と
.ソ
連
邦
0
说
族
政
锻
：
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-
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、

-v
t

2
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K
o
i
m
,

 'H.; N
a
t
i
o
n
a
l
i
s
m

,rt
h
e

 S
o
v
i
e
t U

n
i
o
n
,

 1933, p. 

5
2
.
'

、

.

.

.

.

.

. 

(
,t
8-〕

‘ 

.
ド

ィ

ッ

に

お

い

て

、

，一
九
1ー
ヨ
咕
十
对
の
ル
1
ル
占
，領

に

作

ぅ

ィV
フ
レ
1
5/
ョ
ン
の
破
/̂
化
は
求
命
の
好
機
と
拉
わ
れ
た
に
も
；；̂
ら
ず
少
®

,

‘
し
た
。

r .
,

、

r

能
4

>
对
か
ば
、h

ム

•
カ
ム
マ
リ「

ス
タ
ー
リ
ン
に
よ
る
マ
，、ル
ク
ス
虫
義
段
族
理
論
•の
，创
始
と
發

M」

新
時
代
第
七
號
ア

.
レ
オ
ン
チ
ふ
フ

「

ス
 

■

タ
ー
リ
ン
，
に
よ
る
帘
阈
虫
義
现
論
0
發
M」

In
J
訪
笫
十
1
_號
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、

.

.
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-

r 

ぐ

.

.

-

…
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.
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.
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.

.

.
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:
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:
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.
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/ 
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-
-

對
內
民
族
政
策■ 

、
'

.フ
ラ
ン
ス
蹲
命
よ
り1

1
i
o
¥

後
、に
お
こ
ら
た
，ロ
シ
ア
革
命
は
、

そ
の
革
命
と
ふ
て
.C
D

性
質
上
^'

然
ナ
シ
ョ
.
‘ナ
リ
ス
テ
ィ
，
ッ
ク
な
感
情 

•を
奥
起
し
た
o
' 

一•
无
一
七
部
直
前
、
卽
ち
ボ
ル
シ
、

ヴ
ィ
ス
ネ
が
P

シ
プ
を
ッ
ァ
1
-の
束
配
下
か
ら
.受
，け
つ
い
だ
時
.の
そ
の
國
の
狀
態 

ナ
、
人
口
か
ら
い
?

て
も
ロ
シ
ア
人
は
僅
か
に
西
‘三
パ
ー
セ
ン
ト
、
ゥ
/
ク
，ラ
|

ナ
人
、

シ
ア
^
を
計
算
に
含
め
て
も
六
三
パ
ー
セ
ン 

ト
で
あ
つ(

”

ol〕

ロ
シ
ア
化

、

，矶
P

ダ
ア
生
蓊
は
口
シ
ア
人
以
外
の
民
族
に
迄
容
赦
な
ぐ
及
び
、
衆
敎
は
ギ
リ
•シ
ア
正
双
、
繆
校
は
ロ
、シ
ア

-. 

人
の
利
益
と
ロ
シ
ア
化
に
有
利
^'

よ
ぅ
に
經
營
さ
れ
、
.ロ
シ
ア
'A*
以
外
©

民
族
の
た
め
に
そ
の
鄉
土
語
の
使
用
.が
許
さ
れ
て
い
る
官
立
の 

學
校
は
一
っ
も
■な
く
、
彼
ら
は
市
民
權
さ
へ
有
し
‘な
•か
つ
允
。
M

ブ
ー
リ
ズ
み
の
强
制
に
よ
^.

ロ
'シ
ア
化
.が
失
敗
し
、
ッ
ァ
ー
の
政
府
が 

崩
壞
'U

た
時
、
そ
こ
■に
あ
o'

た
、も
の
は
荒
廢
と
不
安
ノ
經
濟
的
貧
窮
"
•
序
飢
餓
狀
態
、
不
充
分
な
醫
療
施
設
、
七
六
パ
;;
-
1セ
^

^

^

5
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文
盲
の
民
で
あ
っ
た
。
し
か
も
國s

は

r

無
數
の
，人
民
の
廣
大
な
t

サ
イ
れ
!j 

■
と
し
て
殘
っ
て
い
た
。
■西
歐
側
の
周
緣
CD
-
ナ
、シ
ョ
，̂

b
.
、 

ィ

は

，脱

落

を

來

し

、

。
ホ

i

ァ
ン
ド
人
、

フ
ィ
ン
人
、
リ
ト
ア
、

ア
人
等
は
洛
々
^

立
を
龙
張
し
て
い
た
。
ボ
ル
シ
ヱ
ヴ
ィ
ク
政
權
が
民
族

'間
»,

に
1>

っ
か
り
も
取
り
く
ん
だ
時
に
> 

未
'た
_
>
八
ー
一
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瞭
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隨
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.
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族
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ョ
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シ
ョ
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リ
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踐
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ボ
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。
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岜
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茭
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。
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迫
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縦
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濟
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；
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。
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、
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。
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又
，
一
般
的
な
法
管

-
彼

等

の必
要
に
應
じ
て
適
應
さ
せ
る
と
い
ぅ
仕
辦
象
す
の
で

- ; 

<
.
cff
l

*

9) 

• 

'

 

.

ー：.：
ぐ
:'
4

_

齡

：_

證

1

ー—

的
^ :

.
H

ャ(

^

d

^

'
p ^
CD
;

^

^ :
;

A
®:
'

奪

总
^

呢
股
&

け
相
^

な
知
な
^

^

部
.ラ
#

實

、.
.一
卽
ぢ
參
K -
: #
^

®

M
 の

認

識

(

三〉

顧
土
.
の
民
族
6'

>

.
地
1:
;

修

泰

_

'

暮

_

ら

籠

_

國
1

^

£

说
敗
共
和
國
及
び
地
域

S

組
織
の
.、
そ
の
A

s

の
言
語
と
、
親
し
い
鄕
土
人
.に

よ

盖

營

で

专

。

こ
の
ツ
連
邦
'の
，块
敗
的
連
邦
制
度
を
ア
メ
1

カ
.
の
連
邦
制
度
と
此
較
す
る
と
、
ア
メ
リ
ヵ
で
は
备
帅
と
連
判
政
府
亦
明
瞭
に
權
禾
を
1

.

.

;

.(

右
.
1 ノ 

. 

- 

: 

.

-.
. 

一
 

- 

. 

. 

.. 

!

*:
、
 

.「

.

.
ft
鬼
ぃ
：0

' «
治
^:
經
謂
の

: «
-
養
^

禪
ぃ
：で
は
备
第

^

:
.
:原

識

を

指

示

じ

、
：へ

霍

；
傅

处

龄

動

紀

黎

働

' ^
;
.刺

爲

細

：
■

蛾
i

:!
J;:

つ
：^

採
ら
，爱

手

段̂

拒

否

す̂

こ
.
.と

も

あ
< 5
o 

.且
つ
一
又
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限
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；シ
3-
^

1

ズ
.

^

.の

.初

-^
.に
^

1
ニ
階
級
-5
6

朱
た
弱
體
で
あ
り

〔

.
肋
^

狀
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滞
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あ
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